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越流エプロン

標  準　Ａ

※ 標準Ｂは別図参照ください。
車止縁石が両端各500､越流縁石が中央部1000となります。
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※

単独使用のほか、従来品（連続縁石）との併用もＯＫ。
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セミフラット街きょは
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自転車通行帯沿い歩車道空間の利活用を高めます。

歩道排水

② 自転車
走  行

③ 低炭素化 縁石高さが1/2にスリム化し、セメント由来の
ＣＯ 排出量を削減します。2

そのうえで、材質自体の低炭素コンクリート化
を目指します。

特長① 広い歩道面でも水たまりがなく排水でき、
ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ、街路樹、植栽などの設置もＯＫ

半ｵｰﾌﾟﾝ縁石

越流縁石と車止縁石が交互する、ｾﾐｵｰﾌﾟﾝ縁石を形成し

走行自転車が歩道内へ迂回回避することもできます。



吊り下げ中、製品の下に入ることは厳禁です（製品が落下した時に死亡事故の恐れがあります）。
製品の反転をする時は、製品が落下しても支障のない位置で行い、吊金具側に立たないでください。
（ワイヤー吊金具がハネたり、製品が横転して事故の原因になることがあります）。

警告 製品が落下したときに大事に至らないように、次の事項をお守りください。

技 術 名 称 副  題

開 発 目 標

技 術 概 要

！

４

① 何について何をする技術なのか

概　要

越流エプロン

越流縁石と車止縁石とが交互する越流エプロンにより、

② 従来はどのような技術で対応していたのか

される

効　果

期　待

① 

② 

展　望

① 生産流通は従来品と同じ

② 国が示すガイドラインに適合する。

越流Ｌ形ブロック

段差のある歩車道境界において、

セミフラット越流Ｌ形街きょを形成する。

歩道からの排水と併せ、

歩道面の排水は縁石水抜穴からのため、
水たまりが生じやすい。

越流縁石と車止縁石が交互して連続する
によって広い歩道面の雨水を連続状態でエプロンへ
越流排水できます。

自転車走行中の安全性が確保でき、
歩車道空間の利活用に資するものとなる。

型枠は一般品を流用でき、

供給面でも地域条件に合致した流通となる。
製造工程も変わらずコストアップがない。

歩道のバリアフリー化における
歩車道面の段差標準5㎝のセミフラット街きょとなる。

技術評価

走
行
自
転
車
の
み

③ 低炭素化
縁石部でセメント由来のＣＯ 排出量が削減し、2

さらにＬ形ブロック全体の低炭素化も進展する。

特許 第7109625号   意匠登録 第1702121号  第1736029号産業財産権

ｾﾐｵｰﾌﾟﾝ縁石ｾﾐﾌﾗｯﾄ

広い歩道と自転車通行帯の環境に適したセミオープン縁石･

歩
道
面
へ
迂
回
回
避
で
き
ま
す
。

走行自転車のみ歩道への迂回回避を可能にする。

セミオープン縁石

自転車のみ歩道への迂回回避に適し、

ＮＥＴＩＳ登録番号　ＫＴ－２５００３６－Ａ



参  考
一般単路部Ｌ形きょ

（１）道路幅員、縦断勾配ｉ 
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集水幅 　　　Ｗ ＝4.5m　　Ｗ ＝3.5m　　Ｗ ＝3.5m

降雨強度　　Ｉ＝90㎜/H

流出係数　　 Ｃ＝0.83

0 1 2

半オープン縁石と水抜穴明縁石とは、車道部の雨水流出量は共通ですが、
歩道部は、縁石開口によって差異があり、この比較例では、車道部歩車
道部合計の雨水流出量は、半オープン縁石ｑ がｑ より25％向上です。

単位長さ当りの流出量
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①雨水排水性 （比較例）

歩道の雨水排水と
通行帯自転車走行の安全を高めます。

１ 自転車通行帯沿いセミフラット縁石

２ 車道部・歩道部合計の雨水流出量

３ 雨水排水性の比較

セミフラット・半オープン縁石の効果



　とくに、路上の駐停車両は走行帯をふさぎ、車道に大きくはみ出すため、
回避には危険を伴っても右車道に入るので、安全を確認し、自転車走行
のまま急ぎ迂回することになります。
　オープン縁石では、随時歩道側へも迂回回避でき、自転車を下車し、徐行
進入します。
※歩道を通行する場合、原則として、歩道の中央から車道寄りの部分を徐行
しなければなりません。（道路交通法第2条第1項20号）

新技術　オープン縁石
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歩道 車道

自転車走行帯

駐・停車中の自動車

新技術

越流部

オープン縁石ブロック

下
車
・
徐
行

歩道面に進入できる縁石部が
規則的に（1m間隔）に続くので、
随時歩道側へも迂回回避できます。
（歩道部へ進入するには
自転車を下車します。）

②自転車走行の安全性

１ 道路上には様々な種類の障害物

２ 自転車通行帯における危険回避
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